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関西経済の競争力強化
に向けた空港の役割

０．航空市場を取り巻く環境変化

１．Global City Regions (GCR)の台頭
2．2050年の日本と世界：日本経済の苦悩：
3．関西からのグローバル戦略

-知識・人のフローが地域を支える-．
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０．航空市場を取り巻く環境変化

(1) ＬＣＣの登場
・新たな需要層の顕在化

(2) グローバル知識経済下の大都市圏
・イノベーションを喚起するグローバル・
シティ・リージョン（Global City Regions:ＧＣ
Ｒ）の台頭
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１．Global City Regions (GCR)の台頭

(1) ＧＣＲとは？
・巨大連担都市圏は国境を越えた広がり

・たとえば，ボストン，ニューヨーク，ワシントンDC圏、ある
いはロンドン，リーズ，マンチェスター，リバプール・・・

・Light Based Regional Product (LBRP)
夜間に地球を撮影：明かりが連なって見える地域（夜の
イルミネーションはエネルギー消費を，そして経済活動
を示している）

・2つの条件からメガ・リージョンを定義
１．少なくともひとつの大都市圏とその他の都市を含ん
でおり．途切れなく明かりが灯っている．

２．地域の生産高が１０００億ドルを越えていること．
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● GCRは世界に４０存在
・ 世界人口の１８％に相当する12億人が居住
・ 世界の経済活動の６６％
・ イノベーション（特許を取得した）の８６％が集中
・ 日本には４つのＧＣＲ
グレータ東京、大阪-名古屋、福岡-九州、札幌

ＧＣＲが世界のイノベーションを牽引
イノベーションは国からＧＣＲへ

● ＰｌａｃｅからＦｌｏｗへ
・ 情報共有社会の大都市圏域：関係性の転換

「属性」から「相互関係」へ
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(2) ＧＣＲのイノベーションを加速するには？

● グローバル化・情報共有社会の「知識経済」進化

新産業空間（クラスター、地域イノベーションシステム、

イノベーション･ミリュ等）がそのエンジン！

● しかし、そのメカニズム解明はまだ・・・
GCR内部（bonding）→イノベーション創出クラスター
GCRのグローバル・ネットワーク（bridging）

→モザイクネットワーク・システム

● bonding とbridgingの融合領域をデザインする
GCRイノベーション加速のための戦略が必要

「face to face」の接触！
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(3) ＧＣＲのフロー（空港を拠点として）

● 大都市圏(Global City Region : GCR)産業構造と
航空需要
・専門職、科学技術職、管理職人材が１％増加すると
航空需要は飛躍的に拡大。
・ツーリズム産業従事者についても増加割合は小さい
が航空需要は同様に拡大する。

GCRの「進化」が航空需要と直結
では、ＧＣＲの「進化」とは？

Z.J.Liu etc. ‘Locational Determinants of Major US Air Passenger Markets
by Metropolitan Area’,Journal of Air Transport Management,12,pp.331-
341,2006.
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(4) 世界のGCRでは・・・

シェフィールド

ビルバオ

アイントフォーフェン
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● ビルバオ再生

○ 経済の盛衰：RustBeltへ
・人口45万人、周辺の市町村を含めると100万人規模
・19世紀後半から製鉄の町として発展。1960年代にかけて
造船、石油化学工業等の重工業を中心に最盛期。

・1970年代に入りアジアとの競争に敗れた後は産業が衰退。
失業率もスペイン平均を大きく上回るほどに。

・1986年のスペインのEU加盟。
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● 都市再生の構図：生活の質の向上そして官民共同

・「ビルバオ2000」：スペイン中央政府とバスク州政府等地方自治体
が半々ずつ出資した公社

・「ビルバオ・メトロポリ30」：民間企業、大学、バスク州、を含めた周
辺の29市やNPO等、100以上の主体が参加。

• 2000年国際会議場開設
• 1997年グッゲンハイム美術館（130億円もの巨費を）

文化産業への転換
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● シェフィールド再生

• シェフィールド市は人口約50万人、英国第四の都市
・ シェフィールドは分工場経済都市。たとえば、ブリテッ
シュ・スティールの分工場の場合、従業員は10年間に
ほぼ2割にまで縮小。

• 1980年代、シェフィールドでは従業員100人以上の工
場が77閉鎖。80年代末には大規模工場が集中するド
ン川流域約900haのうち３分の１以上は遊休地へ。

• 1988年6月 Sheffield Development Corporation
（SDC） 設立（第三世代都市開発公社）。 1990年、こ
こに英国最大の商業コンプレックス、メドホールがオー
プン。都市開発公社の先導プロジェクトと位置づけられ
ていた。
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● 一連の都市再生政策の成果
SDCがスタートして、23年が経過。この間、政府、市、
そしてEUからの巨額な都市再生投資が行われたが、
という観点からは問題があるとの指摘。しかし、80年代
に衰退・荒廃したLower Don Valleyには、ここ数年に
おいて、米ボーイングの未来研究所をはじめ研究開発
型企業群が着実に立地しつつある。
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●アイントフォーフェンworld’s smartest region
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2．2050年の日本と世界：日本経済の苦悩

アジアを牽引する7カ国のGDPの推移

14

2010年から2050年にかけて
日本のGDPは1.5倍。中国は11.0倍。
インド28.9倍。

14
出典：Asia Development Bank



15全要素生産性（技術革新）の現況と変化

全要素生産性の変化1985-2007
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15
出典：Asia Development Bank



16

●アメリカを100と
すると、2050年には、
世界の国々はどれく
らい豊かになってい
るのか？
出典：エコノミスト・
インテリジェンス・ユニット
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● TPPが意味することは？

17出典：伊藤元重2012
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● グローバリゼーション下の国際関係

(1) 地域経済間連携が多層・多重化の時代へ
2者択一ではなく、連鎖的通商交渉政策が必要

(2) いずれの国も固有の「課題」が・・・。国際連携という「外
圧」によって各国がこれを解決し、加盟国が同じスタート
ラインに立つ。

(3) アジア太平洋地域におけるより包括的経済連携のプロ
セス「日本の利益」だけに拘泥してはならない。

「戦略的」連携からアジア・太平洋経済発展の構図を描
く。→アジア興隆には「中所得層」の発展が必要。

日本経済のかつての発展経路も・・・・ 18



19

(1) 日本の対内直接投資

JETRO HPより

世界の対外直接投資
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世界の対内直接投資
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(2) グローバル・サーキュレーション時代の日本

内閣府 世界潮流2011
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内閣府 世界潮流2011
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(3) 知識経済と教育

内閣府 世界潮流2011



24文部科学白書2009
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３．関西からのグローバル戦略

●関西広域連合のグローバル経済戦略

関西産業ビジョンの推進にあたって、グローバルな競争力確保という視点から、2
つのイノベーションを両輪とする推進する必要がある。ひとつは科学技術に関わる

イノベーション、第二はこれを実現するために制度や仕組みを再編する社会イノベ

ーション。焦点は、２つのイノベーションの接点にある。具体的には、グローバル人

材の確保（海外からの流入促進を含む）。リスクに挑戦するスモール・ビジネス（個

人起業家、中小企業、社会的企業）支援。そして、海外からの対内直接投資によ

る関西広域圏経済構造の高度化。 関西広域連合協議会での加藤提案(1) 2012/04/26

●関西広域圏をバイオメディカル研究・ビジネス創造拠点へ

今般の山中教授のノーベル賞受賞を受け、国内外からの資金投入・投資が加

速すると思われる。関西圏域におけるバイオメディカル研究・ビジネス創造拠点化

を人材育成・ビジネス創出等において機動的に実行すべきである。この領域が関

連する範囲は広く、関西の地場資源と巧みに結びつけることによって、関西圏域

全体のグローバルな地域イノベーションを刺激することとなる。
関西広域連合協議会での加藤提案(2) 2012/10/21
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学生・院生・教員の国境をこえた流動性加速によ
る人材確保：たとえば、関西発エラスムス・ムンド
スPJ ネットワーク型教育プログラムなども。
オランダでは、実験大学も・・・・

海外からの人材確保を。

関西広域圏内立地大学群の連携強化

(1) イノベーションを喚起する人材を育てよ
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(2) 対内直接投資の拡大を
・日本経済の「構造転換」は始まっている
・所得収支の黒字が日本経済を支えているという構図が・・・
→ これまでの蓄積を対外的に運用して、その収益で国民の
生活水準を維持する「成熟債権大国」へ

→ そのためには、海外から日本への直接投資を促し、実物
投資を賄うことで海外への投資を行う資本の流れを作ること。

● 日本企業は比較優位が発揮できる活動を海外で・・・
外資は日本での優位な活動に投資

● TPPへの参加は、日本人の暮らしを豊かにする活動に海外
から誘致することをも意味する。 林敏彦２０１１

大阪湾ベイエリアを対内直接投資特区に・・・
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○ 情報共有コストの飛躍的低下

取引範囲の拡大、製品サイクル短縮化とスピードの重視

小規模組織の機動性メリット拡大→地域経済の主役へ

○ 国際化・研究開発への取り組みに積極的な中小企業は、TFP水
準・上昇率も高い。

R&D支援研究機関
取引リスク最小化のための情報共有の仕組みと「信頼」形成

市場への参入支援、市場からの「退出」マネジメント支援

大学・高校等と地域産業の情報共有

(3) リスクに挑戦する小規模組織
（マイクロ・ビジネス）を支えよ
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(4) 関西圏域にイノベーション回廊群を
人材育成・誘致、対内直接投資拡大、マイクロ・ビジネス育成に向け、規制緩和・誘導
インセンティブ付与を含めた「イノベーション回廊」を設定。

イノベーション回廊は、領域別に複数設置し経済再生の拠点として位置づける。

彩都
西播磨科学研究都市

神戸医療産業都市

彩都・大阪大学

京都大学


